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電波銀河の周辺環境を様々な時代で特徴づけることは銀河形成・進化を理解する上で重要である。しかし、z ≥ 4
では、電波銀河の希少性ならびに観測的な制限により、既知の電波銀河の数が極端に少なく、明るいもの (静止系
1.4GHz の電波光度 L1.4GHz > 1027 W Hz−1) に限られていて、電波銀河環境の系統的な理解には至っていない。
本研究では、すばる戦略枠プログラムのデータから構築された z ∼ 4 の 21 個の電波銀河 (L1.4GHz ∼ 1026−27 W
Hz−1) と、ライマンブレイク銀河 (LBG) の高密度領域の大規模サンプルを利用する。電波銀河と LBG 周辺の
密度超過を計測・比較することにより、z ∼ 4 の電波銀河の環境的性質を統計的に特徴づける。
結果として、L1.4GHz ∼ 1026.0−26.5 W Hz−1 の電波銀河は LBGよりも高密度領域に存在する傾向にあるが、よ

り明るい電波銀河は LBG と同じ密度環境に存在することが分かった。クラスタリング解析により、電波銀河は
LBG よりも重いハローに属し、暗い電波銀河はさらに重いハローに属する傾向が見られた。これらの結果は、年
老いた重い電波銀河の割合が電波光度とともに増加するというシナリオと無矛盾である。また、電波銀河はその
ハロー質量から、銀河団に成長する構造に所属していることが期待される。加えて、電波銀河のジェットの方向
と周辺銀河の空間分布との相関関係から得られる示唆を議論する。


